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国
際
資
源
学
研
究
科
は
、資

源
循
環
型
社
会
の
実
現
の
た
め

資
源
地
球
科
学
分
野
お
よ
び
資

源
開
発
環
境
学
分
野
に
関
す
る

高
度
な
知
識
と
専
門
性
に
裏
付

け
ら
れ
た
最
先
端
の
教
育
・研
究

を
進
め
、地
球
科
学
か
ら
資
源

開
発
、環
境
保
全
に
至
る
広
範
な

知
識
を
修
得
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の

養
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、地
球
規
模
の
課

題
と
な
っ
た
資
源
問
題
の
解
決
を

目
指
し
、創
造
性
豊
か
な
人
間

性
と
国
際
的
視
野
を
併
せ
持
ち
、

将
来
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の

発
展
・
革
新
を
担
う
人
材
を
養

成
し
ま
す
。

　

ま
た
、第
一
線
の
研
究
能
力
を

有
し
、そ
の
研
究
成
果
を
資
源
地

域
に
的
確
に
応
用
し
、新
し
い
資

源
探
査
開
発
指
針
を
提
言
で
き

る
高
度
な
専
門
性
を
有
す
る
人

材
を
養
成
し
ま
す
。

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー

①　

持
続
的
社
会
の
実
現
の
た

め
資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

問
題
に
対
す
る
強
い
探
求
心

を
持
ち
、よ
り
高
度
な
専
門

知
識
を
身
に
つ
け
、国
際
的
な

資
源
開
発
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
指
す
人

②　

国
際
的
な
倫
理
的
思
考
力

と
判
断
力
、実
践
力
、創
造
性

を
持
ち
、最
先
端
の
知
識
を

習
得
し
た
資
源
技
術
者
、研

究
者
と
し
て
活
躍
し
た
い
人

③　

社
会
人
学
生
や
留
学
生
に

と
っ
て
も
学
び
や
す
い
環
境
、

制
度
を
活
用
し
、豊
か
な
経

験
や
多
彩
な
価
値
観
を
修
得

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
の
活

躍
を
目
指
す
人

【特集】秋田大学大学院～2016年4月  新体制へ～

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成

教育学
研究科 修士課程（44名）

学校教育専攻（13名）
教科教育専攻（31名）

工学資源学
研究科

博士前期課程（167名）

地球資源学専攻（17名）
環境応用化学専攻（20名）
生命科学専攻（12名）
材料工学専攻（23名）
情報工学専攻（16名）
機械工学専攻（26名）
電気電子工学専攻（30名）
土木環境工学専攻（11名）
共同ライフサイクルデザイン工学専攻（12名）

博士後期課程（16名）

資源学専攻（4名）
生命科学専攻（3名）
機能物質工学専攻（3名）
生産・建設工学専攻（3名）
電気電子情報システム工学専攻（3名）

医学系
研究科

修士課程（5名） 医科学専攻（5名）
博士前期課程（12名） 保健学専攻（12名）
博士後期課程（3名） 保健学専攻（3名）
博士課程（30名） 医学専攻（30名）

教育学
研究科

専門職学位課程（20名） 教職実践専攻（20名）
修士課程（6名） 心理教育実践専攻（6名）

国際資源学
研究科

博士前期課程（40名）
資源地球科学専攻（17名）

資源開発環境学専攻（23名）

博士後期課程（10名） 資源学専攻（10名）

理工学
研究科

博士前期課程（150名）

生命科学専攻（15名）

物質科学専攻（42名）

数理・電気電子情報学専攻（45名）

システムデザイン工学専攻（36名）

共同ライフサイクルデザイン工学専攻（12名）

博士後期課程（10名） 総合理工学専攻（10名）

医学系
研究科

修士課程（5名） 医科学専攻（5名）
博士前期課程（12名） 保健学専攻（12名）
博士後期課程（3名） 保健学専攻（3名）
博士課程（30名） 医学専攻（30名）

※上記の（　　）内は募集人員です。

秋田大学は、国際資源学研究科の新設および
教育学研究科（「教職大学院」の新設）と工学資
源学研究科を理工学研究科に再編する改組により、
現行の３研究科体制から４研究科体制へと変えて
新たなスタートを切ります。

～2016年4月  新体制へ～
秋田大学 大学院

〈
特
集
〉

大
学
院
の
新
設・改
組

再編

再編

新設

国
際
資
源
学
研
究
科

新設

博士課程
リーディングプログラム
レアメタル等資源ニューフロンティア養成
プログラムとして、国際資源学研究科に博
士課程５年一貫教育プログラムを設置し、
21世紀の国際資源開発に関わる諸課題に
俯瞰力をもって挑める人材「資源ニューフ
ロンティアリーダー」の育成を目指します。
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教
育
学
研
究
科
は
、教
育
に

関
わ
る
理
論
と
実
践
の
往
還
を

通
じ
て
、学
校
現
場
か
ら
課
題
を

抽
出
し
、多
様
な
人
々
と
連
携
協

働
し
な
が
ら
、組
織
的
に
課
題
を

解
決
す
る
と
と
も
に
、地
域
に
蓄

積
さ
れ
た
実
践
知
の
継
承
と
創

造
に
取
り
組
む
意
欲
と
力
量
を

有
す
る
、高
度
な
教
育
専
門
職

と
し
て
の
初
等
中
等
教
育
教
員

の
養
成
と
、そ
の
教
員
や
学
校
を

支
援
し
、地
域
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
高
度
専
門
職
業
人
の
養
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー

『
教
職
大
学
院
』

（
専
門
職
学
位
課
程
）

①　

現
職
教
員
院
生
は
、研
究
主

任
、教
務
主
任
、主
幹
教
諭
な

ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・授
業
開
発
、

発
達
教
育
・特
別
支
援
教
育
の

中
核
と
し
て
働
く
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
や
指
導
主
事
に
な

り
得
る
人
と
、教
頭
、副
校
長
、

校
長
、教
育
委
員
会
幹
部
な
ど

学
校
改
革
や
学
校
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
中
核
と
な
り
得
る
人

②　

学
部
卒
院
生
は
、学
校
現

場
に
お
い
て
即
戦
力
と
な
る

実
践
的
な
指
導
力
を
身
に
つ

け
、授
業
開
発
と
指
導
・支
援

の
中
核
と
な
り
得
る
人

心
理
教
育
実
践
専
攻

（
修
士
課
程
）

①　

子
ど
も
の
発
達
や
そ
れ
を

取
り
巻
く
社
会
・地
域
・家
庭

環
境
を
幅
広
く
と
ら
え
る
視

点
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
、

発
達
障
害
な
ど
の
正
し
い
理

解
と
高
度
な
対
応
能
力
を
備

え
た
教
員
ま
た
は
高
度
専
門

職
業
人
と
な
る
こ
と
を
志
向

す
る
人

②　

将
来
、地
域
に
住
む
人
々
の

様
々
な
心
の
問
題
を
支
援
し
た

い
と
い
う
意
志
を
持
つ
人

　

理
工
学
研
究
科
は
、
こ
れ
か

ら
の
国
際
社
会
や
地
域
産
業
を

担
う
高
度
な
専
門
的
技
術
者
・

研
究
者
、国
際
的
な
視
野
を
も
っ

て
地
域
の
産
業
を
自
ら
生
み
出

す
挑
戦
者
、
地
域
に
根
ざ
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
、こ
れ
か
ら
の

人
材
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、

地
域
企
業
・
地
方
行
政
と
の
連
携

に
よ
り
喫
緊
の
課
題
で
あ
る「
地

方
創
生
」を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
で
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材

を
養
成
し
、リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
強
化
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー

　

理
工
学
の
専
門
性
に
基
礎
を

置
き
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
・
コ
ト

づ
く
り
を
目
指
す
人
、様
々
な
課

題
を
抱
え
る
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
し
た
い
人
、そ
し
て
学
問

を
通
し
て
人
類
の
諸
課
題
の
解

決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
人
を
入
学
者
と
し
て
求

め
て
い
ま
す
。社
会
人
に
対
し
て

は
働
き
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
も
可

能
と
す
る
柔
軟
な
取
り
組
み
を
、

そ
し
て
世
界
各
国
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環

境
を
そ
れ
ぞ
れ
整
備
し
、異
な
る

背
景
と
目
標
を
持
つ
学
生
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
ま
す
。

「
理
」の
強
化
に
よ
る
地
方
創
生
、

国
際
社
会
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

実
現
の
た
め
の
人
材
養
成

理
工
学
研
究
科

再編

高
度
な
力
量
を
有
す
る
初
等
中
等

教
員
と
、地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

高
度
専
門
職
業
人
の
養
成

教
育
学
研
究
科

再編

教職チャレンジ制度
教職大学院での研究・学修を続けながら、教育文化
学部の授業を履修することにより、教員免許状（原
則１校種）の取得を可能とする制度があります（学
部の授業料は無料で１種免許状の取得が可能で
す。大学院で所定の単位を修得することにより、専
修免許状の取得も可能です）。

学校マネジメント・協働力
学校を適切にマネジメントし、
同僚と協働することにより、

学校が抱える課題を発見し、その解決に
向けた取り組みを実行できる能力

カリキュラム・授業デザイン力
各教科にとどまらず、外国語活動、

総合的な学習の時間を含めて総合的、
実践的にカリキュラムを開発し、

授業をデザインする能力

成長発達サポート力
発達障害など、種々の障害及び

発達上の課題に対応する学級経営、
生徒指導、教育・発達相談に

関わる能力

■秋田大学教職大学院で育成する「3つの力」

医理工連携コース
秋田県の医療福祉産業の発展を担う人材教育を目的とし
た教育プログラム。履修対象は秋田大学大学院の医学系
研究科（医科学専攻）または理工学研究科博士前期課程（共
同ライフサイクルデザイン工学専攻を除く）に入学している
者。この教育プログラムでは、秋田大学医学部・医学部附属
病院との共同で研究を進める必要があり、これが各研究科
の修士論文にもなります。修了者には修了証を発行します。

■秋田大学教職大学院を構成する「3つのコース」

学校マネジメント
コース

学校経営や改革を推進するた
め、組織マネジメント力に優れた
スクールリーダーを養成します。

現職教員対象

カリキュラム・
授業開発コース

高度な授業力やカリキュラム開
発力、教科指導力を備え、校内外
の授業研究をリードできる教員
を養成します。

学部卒業者、
現職教員対象

発達教育・特別支援
教育コース

学級経営、教育相談、特別支援
教育等を担う高度な専門性を有
する教員を養成します。

学部卒業者、
現職教員対象
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秋
田
大
学
は
、平
成
27
年
度
文

部
科
学
省
の
新
規
重
点
補
助
事

業
で
あ
る「
地（
知
）の
拠
点
大
学

に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
」に

採
択
さ
れ
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
ま
す
。こ
の
事
業
は
、地
域

の
た
め
の
大
学
と
し
て
地
域
再

生
・
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
大
学

の
形
成
に
取
り
組
ん
で
き
た「
地

（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
大
学
Ｃ

Ｏ
Ｃ
事
業
）」を
発
展
さ
せ
た「
プ

ラ
ス
事
業
」で
す
。地
域
の
複
数
の

大
学
が
地
方
公
共
団
体
や
企
業

等
と
協
働
し
て
、学
生
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
就
職
先
を
創
出
・
開
拓

す
る
と
と
も
に
、そ
の
地
域
が
求

め
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に

必
要
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改

革
を
断
行
す
る
大
学
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
こ
と
で
、地
方
創

生
の
中
心
と
な
る「
ひ
と
」の
地
方

へ
の
集
積
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。若
者
が
進
学
や
就
職
の
た
め

首
都
圏
に
移
り
住
む
と
い
う「
東

京
一
極
集
中
」や
18
歳
人
口
が
減

少
に
転
じ
る「
２
０
１
８
年
問
題
」

は
、秋
田
県
の
よ
う
な
人
口
減
少・

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
地
方

に
と
っ
て
は
死
活
問
題
と
も
言
え

ま
す
。こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、高
等
教
育
機
関
と
し
て

の
秋
田
大
学
、秋
田
県
立
大
学
及

び
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
が
、

秋
田
県
、県
内
企
業
、秋
田
商
工

会
議
所
等
の
民
間
団
体
、秋
田
銀

行
、北
都
銀
行
と
協
働
で
概
念
図

に
記
載
し
て
い
る
３
本
の
柱
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
事
業
に
取

り
組
み
、平
成
27
年
度
か
ら
５
年

間
で
学
生
の
地
元
就
職
率
10
％

ア
ッ
プ
と
、よ
り
多
く
の
地
元
高

校
生
の
県
内
大
学
へ
の
進
学
等

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。第
１
の

柱
で
は
、県
内
６
大
学
共
通
単
位

互
換
の「
秋
田
お
ら
ほ
学
」コ
ー
ス

を
開
講
し
大
学

間
認
証
制
度
を

取
り
入
れ
ま
す
。

第
２
の
柱
で
は
、

県
立
大
学
と
秋

田
高
専
が
主
体

と
な
り
就
業
支

援
・
若
者
定
着
の

促
進
に
向
け
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
の
仕
組

み
を
構
築
し
ま

す
。第
３
の
柱
で

は
、男
鹿
市
、潟

上
市
、東
成
瀬
村

を
モ
デ
ル
拠
点

に
交
流
人
口
の

拡
大
、聞
き
書
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
、認
知
症
予

防
／
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
運
動
を
取

り
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。秋
田
を

愛
し
、秋
田
の
た

め
に
頑
張
ろ
う

と
い
う
学
生
が
一

人
で
も
多
く
増

え
る
よ
う
、目
標

達
成
に
向
け
関

係
の
皆
様
と
と

も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

9
月
29
日
、
秋
田
市
の
さ
き

が
け
ホ
ー
ル
を
会
場
に
今
回

で
4
回
目
と
な
る
秋
田
大
学
医

療
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

専
門
医
な
ど
と
の
対
談
を
通
し

て
肺
が
ん
や
食
道
が
ん
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
が
ん
の
予

防
と
早
期
発
見
の
重
要
性
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
一
般

市
民
や
看
護
師
ら
約
２
６
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

澤
田
賢
一
学
長
の
開
会
挨

拶
の
後
、
大
学
院
医
学
系
研
究

科
胸
部
外
科
学
講
座
の
南
谷
佳

弘
教
授
が「
肺
が
ん
の
こ
と
を

も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
」と
題
し

講
演
。
ま
た
、
大
学
院
医
学
系

研
究
科
医
学
専
攻
地
域
が
ん
包

括
医
療
学
講
座
の
本
山
悟
特
任

教
授
が「
食
道
が
ん
、ど
う
予
防

す
る
？
ど
う
治
す
？
」と
題
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
の
特
徴

や
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
重

要
性
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
堀
井
啓
一
秋

田
県
副
知
事
が
、
秋
田
県
の
が

ん
対
策
に
つ
い
て
講
演
し
、
県

を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
対
談
と
し
て
、

大
学
院
医
学
系
研
究
科
胸
部
外

科
学
講
座
の
中
麻
衣
子
医
師
と

寺
田
か
お
り
医
師
が
秋
田
県
出

身
の
タ
レ
ン
ト
・
壇
蜜
さ
ん
を
交

え
、
肺
が
ん
・
食
道
が
ん
の
予
防

と
早
期
発
見
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

壇
蜜
さ
ん
は
、
当
日
の
午
前

中
に
医
学
部
附
属
病
院
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
を
見

学
。ま
た
、前
日
の
9
月
28
日
に

は
一
日
病
院
長
と
し
て
病
棟
及
び

外
来
を
訪
問
し
、患
者
さ
ん
た
ち

と
の
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

5年間で学生の地元就職率10％アップ
成果

地域アイデンティティを
持つ学生の育成

就職希望のマッチング 秋田の魅力再認識による
交流人口・定着人口の増加

第1の柱
「6大学連携による『秋田おらほ学』の展開」

第2の柱
「3大学と地元企業群による就業支援・
　　　　　　　　　　　　若者定着の促進」

第3の柱
「ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり」

秋 田 創 生 Ｃ Ｏ Ｃ＋ 協 議 会
教育プログラム開発委員会

ＣＯＣ＋事業名　『超高齢・人口減少社会における若者の地元定着の促進と若者の育成』

【秋田大学】
秋田就職

サポート会議

【県立大学】
大学連携就職支援
プラットホームの構築
●協働による実習プログラム開発
●受入企業の掘り起こし

【秋田高専】
●ニーズ・シーズの
  ビックデータ解析
●ICT活用による地域・連携機関への
  情報共有・発信

成果の拡大

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
あ
き
た

「秋田おらほ学認定審査会」における
「秋田おらほ学認証」の授与

【5年目まで】

【1～3年】

●6大学共通単位互換
  「秋田おらほ学」コースの開講

●6大学「秋田おらほ学」
  検討委員会の設置
●3大学による独自の認証

【事業協働地域の課題】
高校卒業後の就職・進学、大学・専門学校の卒業後の就職等

若年層の転出超過突出
＊ニーズとシーズのマッチング
＊各取組の進捗管理
＊事業改善意見の具申

ＣＯＣ＋
推進

コーディネーター

秋
田
大
学

自治体及び
地域住民 地域活性化の実現 助け合い社会の構築

男鹿市
都市圏の大学の
スポーツサークルの
働きかけによる

男鹿市での合宿の拡大

東成瀬村

潟上市

初等教育成果を核とした
交流人口の拡大

聞き書きボランティアの
育成を核とした

助け合い社会の形成

健康コミュニティづくり：
コグニサイズ運動の展開

【事業協働地域】

秋田県

事業協働機関
【COC+大　学】 秋田大学
【COC+参加校】 ❶秋田県立大学
 ❷秋田工業高等専門学校

【COC+協力校】 ❸秋田公立美術大学
 ❹日本赤十字秋田看護大学
 ❺国際教養大学

●秋田県  ●秋田商工会議所
●秋田県商工会連合会
●秋田県中小企業団体中央会
●秋田県ふるさと定住機構
●秋田銀行 ●北都銀行 ●秋田高専産学協会

【ＣＯＣ＋大学】
秋田大学1

2
3 4
5

ＣＯＣ＋事業名　『超高齢・人口減少社会における若者の地元定着の促進と若者の育成』

【ＣＯＣ＋大学】

「3つのテーマに関する取組の効果的な遂行」
「COC＋推進コーディネーターの配置」

「COC＋事務局体制の運営」

秋 田 大 学

『秋田版総合戦略』の推進
【自治体】：秋田県

【ＣＯＣ＋参加大学】

「あきた地域学課程の導入」
「インターンシップの拡充」

秋田県立大学
【ＣＯＣ＋参加大学】

「ビッグデータを活用した
若者の県内定着」

秋田工業高等専門学校

【COC+協力大学】
●国際教養大学

●秋田公立美術大学
●日本赤十字秋田看護大学

【金融機関】
●秋田銀行
●北都銀行

「若者の起業支援」

【企　業】
秋田高専

産業協力会（60数社）

「インターンシップの受入」
「学生の県内企業就職のための

共同研究の促進」

●秋田県ふるさと定住機構
　 「Ａターン・定住促進の支援」

【経済三団体】
●秋田商工会議所・秋田県商工会連合会

●秋田県中小企業団体中央会

「若者の県内定着に向けた環境整備」
＊1=６大学（秋田大学・秋田県立大学・秋田工業高等専門学校・協力校３校）
＊2=３大学（秋田大学・秋田県立大学・秋田工業高等専門学校）

●第１の柱
６大学*1連携による『秋田おらほ学』の展開

●第2の柱
３大学*2と地元企業群による
就業支援・若者定着システムの形成

●第3の柱
ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり

地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
略
称　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
プ
ラ
ス
事
業
）

～
テ
ー
マ
：
超
高
齢・人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
若
者
の
地
元
定
着
の
促
進
と
若
者
の
育
成
～

ニュース& トピックス
2015.09. 〉〉〉2015.11.

特別対談の様子

壇蜜さんが医学部附属病院シミュレーション教育センターで
シミュレーターを体験

壇蜜さんが医学部附属病院シミュレーション教育センターで
シミュレーターを体験

”県
民
の
健
康
を
守
る

“医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
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10
月
10
日
、
秋
田
大
学
と
連

携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
7

自
治
体
の
協
力
の
も
と
、
手
形

キ
ャ
ン
パ
ス
で
平
成
27
年
度
大

学
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
域

交
流
朝
市
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
の
現
在（
い
ま
）と
未
来
を

探
る
～
秋
田
の
伝
統
文
化
か
ら

生
ま
れ
た
商
品
を
中
心
と
し
て

～
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
一
般
社
団
法
人

国
立
大
学
協
会
が
募
集
す
る
事

業
で
あ
り
、
秋
田
大
学
は
5
度

目
の
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
26

年
の
秋
・
平
成
27
年
の
春
の
開
催

に
続
い
て
3
回
目
の
開
催
と
な

る「
秋
田
大
学
地
域
交
流
朝
市
」

を
通
じ
た
地
域
住
民
・
学
生
の
交

流
促
進
、
連
携
自
治
体
の
特
産

品
の
販
路
拡
大
を
メ
イ
ン
と
し

て
、
郷
土
の
伝
統
民
俗
芸
能
や

学
生
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
披
露
、

さ
ら
に
横
手
・
北
秋
田
・
男
鹿
の

3
分
校
の
活
動
紹
介
を
織
り
交

ぜ
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
連
携
の

あ
り
方
や
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を

体
験
し
て
も
ら
う
機
会
の
創
出

及
び
、
大
学
に
期
待
す
る
こ
と

や
要
望
を
市
井
か
ら
広
く
聴
く

機
会
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

実
施
し
、
３
０
０
名
以
上
が
来

場
し
ま
し
た
。ま
た
、学
生
が
事

前
に
生
産
地
を
訪
問
し
て
、
特

産
品
の
製
造
方
法
や
こ
だ
わ
り
、

「
売
り（
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
）」

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
上
で
当

日
の
販
売
に
携
わ
る
こ
と
で
、地

域
を
創
生
す
る
人
材
育
成
の
場

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
販
売
前
か
ら
行
列
が

で
き
、閉
店
時
刻
を
迎
え
る
こ
と

な
く
売
り
切
れ
る
商
品
も
数
多

く
あ
り
、
地
域
住
民
か
ら
は「
と

て
も
良
か
っ
た
」「
継
続
し
て
欲

し
い
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
朝
市
は
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
更
な
る
賑
わ

い
の
創
出
を
図
り
な
が
ら
、
来

年
度
も
春
と
秋
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

10
月
17
日
、秋
田
大
学
の
卒

業
生
を
対
象
に
、第
1
回
秋
田

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
卒
業
生

向
け
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
全

学
同
窓
会
及
び
各
学
部
同
窓
会

の
協
力
の
も
と
実
施
。
こ
れ
ま

で
学
部
単
位
で
の
実
施
は
あ
り

ま
し
た
が
、
全
学
と
し
て
初
め

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
会
・
記
念
講
演
会
で
は
、

は
じ
め
に
同
窓
会
を
代
表
し
、

全
学
同
窓
会
兼
医
学
部
医
学
科

同
窓
会「
本
道
」の
松
岡
一
志
会

長
が
挨
拶
。
続
い
て
、
澤
田
賢

一
学
長
が
講
演
し
、
秋
田
大
学

の
現
状
や
今
後
の
展
望
な
ど
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
第
49
回
秋

田
大
学
祭
の
開
催
に
併
せ
て

行
わ
れ
、
第
1
回
秋
大
祭
特
別

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音
楽
会
の
観

覧
、
手
形
・
本
道
キ
ャ
ン
パ
ス

を
巡
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や

交
流
会
も
行
い
ま
し
た
。
交
流

会
に
は
澤
田
学
長
を
は
じ
め
役

員
・
教
職
員
も
参
加
し
、参
加
者

と
の
歓
談
、
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

11
月
9
日
、
プ
ロ
野
球
読
売

巨
人
軍
前
監
督
の
原
辰
徳
氏
が

医
学
部
附
属
病
院
小
児
科
病
棟

を
慰
問
に
訪
れ
、
入
院
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
て

激
励
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
横
断
幕
に
彩
ら
れ
た
医

学
部
附
属
病
院
の
小
児
科
病
棟

ホ
ー
ル
に
は
、
原
前
監
督
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
入
院
患
者
さ

ん
や
そ
の
家
族
等
約
70
名
が
集

ま
り
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
で

原
前
監
督
を
迎
え
ま
し
た
。

　

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
花
束
を

受
け
取
っ
た
原
前
監
督
は
、
子

ど
も
た
ち
を
前
に「
両
親
や
病

院
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に『
病
気

と
闘
う
』と
い
う
気
持
ち
を
持

ち
、
早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ
し

い
」と
挨
拶
。ま
た
、「
体
を
鍛
え

る
と
巨
人
軍
に
入
れ
る
か
も
し

れ
な
い
ぞ
」な
ど
と
声
を
か
け
、

写
真
を
一
緒
に
撮
る
な
ど
し
て

交
流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
澤
田
学
長
、
羽
渕

病
院
長
と
と
も
に
病
室
を
一
部

屋
ず
つ
回
っ
て
慰
問
。
原
前
監

督
は
、「
応
援
し
て
い
る
よ
、
ま

た
会
お
う
」な
ど
と
語
り
、
患

者
さ
ん
た
ち
を
元
気
づ
け
ま
し

た
。
握
手
、
サ
イ
ン
、
写
真
撮
影

に
も
気
軽
に
応
じ
、
お
よ
そ
１

時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
医
学
部
附
属
病

院
の
小
児
科
病
棟
は
原
前
監
督

一
色
に
包
ま
れ
、
病
気
と
闘
っ

て
い
る
入
院
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
の
み
な
さ
ん
に
元
気
と
勇

気
を
与
え
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
大
学
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・

地
域
交
流
朝
市

第
1
回
秋
田
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

読
売
巨
人
軍
前
監
督
原
辰
徳
氏
が

医
学
部
附
属
病
院
を
慰
問

同窓会を代表し挨拶する秋田大学全学同窓会兼
医学部医学科同窓会「本道」の松岡会長

第1回秋大祭特別オーケストラ音楽会の様子

行列ができ、賑わいをみせる地域交流朝市

指定無形民俗文化財「比立内獅子踊」 笑顔で商品の説明をする学生

澤田学長と原巨人軍前監督

原巨人軍前監督へお礼を伝える患者さん気軽にサインをする原巨人軍前監督

秋田大学の現状や今後の展望などについて講演する
澤田学長

キャンパスツアーで教員による指導の下、
実際にシミュレーターを操作する参加者

5
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国立大学法人秋田大学の発足
～号外を発行～
　2004年4月、国立大学法
人秋田大学が発足しまし
た。これに合わせて、号外
を発行。学長メッセージをは
じめ、沿革や基本理念・目
標、運営組織について掲
載するとともに読者から頂
いた法人化に関する質問
に答え、法人化への理解を
深められるようにしました。

地（知）の拠点整備事業 採択
　「地（知）の 拠 点 整 備 事 業（Center of 
Community＝COC事業）」とは、2013年度の文
部科学省の新規重点補助事業で、自治体等と
連携し全学的に地域を志向した教育・研究・社
会貢献を進める大学等を支援することで、地域
再生・活性化の拠点となる大学の形成を目指す
ことを目的としています。全国319件（342校）の
大学等が申請し、秋田大学は52件（56校）の採
択校の一つとして選定されました。

澤田賢一学長就任
　2014年4月、澤田賢一第12
代学長が誕生しました。学長
就任を記念して、AUP秋田大
学報道局の学生が学長室を訪
れ、インタビューを行いました。
学長の仕事や自身の学生生
活、秋大生に期待することなど
を取材。澤田学長の笑顔を多く
引き出し、大成功を収めました。

Aprire No.44（P4）→

国際資源学部新設、4学部で始動
　2014年4月、秋田大学は従来の教育文
化学部・医学部・工学資源学部の3学部のう
ち、教育文化学部と工学資源学部を再編、

「国際資源学部」を新設し、国際資源学
部・教育文化学部・医学部・理工学部の4学
部として新たに生まれ変わりました。4学部体
制となって初の新入生を迎え、活気づくキャ
ンパス。各学部長と新入生の皆さんの「所
信表明」を掲載しました。

病院再開発整備事業完了
　2015年3月、2006年に着工した秋
田大学医学部附属病院の再開発整
備事業が完了しました。再開発のコン
セプトは「患者さんへの優しさ」と「病
院機能の強化」です。6月には完了記
念式典を挙行。来賓、学内外関係者
と合わせて約100名が出席しました。

澤田ビジョン 
発表
　2014年11月、世
界と地域を視野
に入れ、独創的
な挑戦を目指す

「澤田ビジョン」を
発表しました。

澤田学長と学生の懇談会
　2014年11月、話しやすい雰囲気の中で懇
談し、そこで得られた学生の声を今後の大
学運営に取り入れ
ることを目的に開
催。懇談では、澤
田学長が学生の
似顔絵を作成し、
記念にプレゼント
しています。現在も
定期的に懇談会
を行っており、その
様子は秋田大学
公式ホームページ
で公表しています。

Aprire No.47（P4）↑

留学生200人突破
　2012年10月、秋田大
学で学ぶ留学生が211
人（26の国と地域）とな
り、200人を突破しまし
た。また同月、初の海外
拠点となる「秋田大学
モンゴル事 務 所」を同
国の科学技術大学内
に設置しました。

秋田大学広報誌「アプリーレ」創刊
　2000年1月、秋田大学初の広報誌「アプ
リーレ」を創刊しました。積極的に秋田大学
の窓を開放することを意識し、イタリア語で

「開く」「開ける」という意味のある“APRIRE
（アプリーレ）”というタイトルを採用。また、
APRIREはAKITAと同じく、“A”から始まる
ことも選ばれた理由の一つです。
　表紙のデザインは、3学部のイニシャル（教
育文化学部のE、医学部のM、工学資源学部
のE）と秋田大学のAをイメージしたもので、
各号季節に応じたデザインを心がけました。

2000年2004年

2012年 2013年

2014年2015年

秋
田
大
学
広
報
誌

ア
プ
リ
ー
レ

50
号

祝

特集
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ア
プ
リ
ー
レ
の
発
刊
50
号

を
迎
え
て
、発
刊
と
継
続
に

携
わ
っ
て
き
た
す
べ
て
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
心
か
ら
お
祝
い
い
た

し
ま
す
。ア
プ
リ
ー
レ
は
、秋

田
大
学
に
集
う
学
生
と
教

職
員
の
記
憶
を
留
め
て
き

ま
し
た
。教
育
や
研
究
、学

び
や
そ
の
支
援
業
務
は
勿

論
、そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
や

教
員
紹
介
、卒
業
生
の
活
躍

や
課
外
活
動
な
ど
、部
局
の

壁
を
越
え
た
情
報
を
共
有

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。そ
う
そ
う
、私
が
描
い

た
学
生
さ
ん
の
似
顔
絵
も

載
せ
て
く
れ
ま
し
た
。ア
プ

リ
ー
レ
が
多
く
の
構
成
員
の

絆
と
な
っ
て
50
号
の
歴
史
を

刻
ん
で
来
た
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
ベ
ー
ス
と
な
る
秋
田
大
学

の
歩
み
。そ
れ
は
、「
伝
習
学

校
」を
起
点
と
す
れ
ば
今
年

で
1
4
4
年
目
に
な
り
ま

す
。明
治
6
年（
1
8
7
3

年
）教
員
養
成
を
目
的
と

し
た「
伝
習
学
校
」に
始
ま

り
、「
洋
学
校
」を
合
併
し
た

「
太
平
学
校
」（
1
8
7
4

年
）を
経
て
、1
8
7
8
年

に「
秋
田
師
範
学
校
」誕
生

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。一
方
で
、

1
9
1
0
年
に
は「
秋
田
鉱

山
専
門
学
校
」が
創
設
さ

れ
、国
立
学
校
設
置
法
に
よ

り
1
9
4
9
年
に「
秋
田
師

範
学
校
」、「
秋
田
青
年
師

範
学
校
」及
び「
秋
田
鉱
山

専
門
学
校
」を
母
体
と
し
て
、

学
芸
学
部
、鉱
山
学
部
か
ら

な
る
秋
田
大
学
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。1
9
7
0
年

に
は
医
学
部
を
加
え
て
3

学
部
。2
0
1
4
年
度
に
は

国
際
資
源
学
部
を
新
設
し
、

再
編
し
た
教
育
文
化
学
部
、

理
工
学
部
と
医
学
部
か
ら

な
る
新
し
い一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
は
、こ
れ
ま
で

の
長
い
歴
史
を
踏
ま
え
つ

つ
、教
育
・
研
究
を
究
め
る

と
と
も
に
、地
域
の
発
展
に

ま
す
ま
す
貢
献
し
て
参
り

ま
し
ょ
う
。国
際
資
源
学
部

に
は
、国
内
唯
一
の
資
源
学

部
と
し
て
資
源
の
安
定
供

給
に
向
け
て
国
運
を
担
う

と
と
も
に
大
学
全
体
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
牽
引
役
を
期

待
し
て
い
ま
す
。教
育
文
化

学
部
で
は
、何
と
言
っ
て
も

初
等
中
等
教
育
の
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
学
力
を
支
え
て

い
る
と
い
う
成
果
が
、我
々

の
誇
り
で
も
あ
り
県
民
の

誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
新

た
な
道
を
探
る
地
域
文
化

学
科
と
と
も
に
、本
学
唯
一

の
文
化
系
学
部
と
し
て
、地

域
文
化
の
牽
引
を
お
願
い

し
ま
す
。理
工
学
部
は
、も

の
づ
く
り
・
創
業
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
に
悩
む

本
県
に
雇
用
を
生
み
出
す

必
須
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、医
学
部
に
は
、超

高
齢
社
会
も
念
頭
に
お
い

た
高
度
医
療
と
地
域
医
療

の
充
実
や
、在
宅
ケ
ア
、看

護
、福
祉
に
お
け
る
先
端
的

役
割
、そ
し
て
理
工
学
部
と

共
同
し
た「
医
理
工
連
携
」

の
推
進
を
期
待
し
て
い
ま

す
。教
育
、研
究
と
地
域
創

生
。
地
域
の
基
幹
的
国
立

大
学
と
し
て
、地
に
足
を
つ

け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を

着
実
に
発
展
さ
せ
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

　

我
々
の
歩
み
は
発
行
を

重
ね
る
ア
プ
リ
ー
レ
を
通
じ

て
多
く
の
人
た
ち
に
発
信

さ
れ
、共
有
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。秋
田
大
学
を
中
心

と
し
た
輪
が
、未
来
に
向
け

て
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【特集】秋田大学広報誌アプリーレ　祝50号

デザイン刷新
　2006年6月、アプリー
レのデザインを刷新し
ました。表紙には主に
秋田大学の部活動や
サークルの活動風景
写真を掲載。アプリー
レの標記も“APRIRE”
から“Aprire”と変更
し、表紙の色について
も写真に合わせて毎
号変えています。

秋田大学創立60周年
　2009年5月、秋
田 大 学 は 創 立
60周年を迎えま
し た。11月に は
記念式典を挙行
し、学内外の多く
の関係者が出席
し、節目の年を祝
いました。

工学資源学部創立100周年
　2011年、秋田大学工学資源学部は創
立100周年を迎えました。工学資源学部
の前身である「秋田鉱山専門学校」が
1910年3月に設置され、翌1911年5月から
授業開始。1949年、鉱山学部として秋田
大学に包括され、1998年に工学資源学部
へ、2014年には現在の理工学部に改組し
ました。2011年10月には記念式典を挙行
し、100年の節目を祝うとともに、更なる発
展を誓い合いました。

文部科学省特別経費
「まなびの総合エリア」
プロジェクト
　2010年〜2012年度の3年
間にわたる文部科学省特別
経費プロジェクト「まなびの総
合エリア」が、折り返し地点を
通過。これまでの主な事業実
績と今後の方向性について
掲載しました。

2006年2009年

2010年

2011年

発行50号を迎えて
学長　澤田 賢一
S A W A D A  K e n i c h i

全面リニューアル
　2010年、秋田大学広報誌
アプリーレを全面リニューア
ルしました。A4サイズの冊子
版からタブロイド版へ。いくら
中身が面白くても「手に取っ
てもらわなければ意味がな
い」というねらいのもと、大学
の広報誌らしからぬデザイン
に一新。表紙のモデルには
秋田大学生を起用し、プロの
カメラマンによる撮影を行っています。

医学部創立40周年
　2010年、秋田大学医学
部は創立40周年を迎えまし
た。医学部は戦後初めて設
置された国立大学医学部と
して、1970年4月1日に創立。
2010年11月には記念式典を
挙行し、40年の節目を祝うとと
もに、更なる発展を誓い合い
ました。
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国
際
資
源
学
部
は
、
明
治

期
に「
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
」

と
し
て
創
設
さ
れ
、鉱
山
学
部
、

工
学
資
源
学
部
と
資
源
学
に

関
す
る
長
い
伝
統
と
実
績
を

引
き
継
ぎ
、
平
成
26
年
4
月

に
全
国
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
学
部

と
し
て
新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

日
本
で
唯
一「
資
源
」を

ト
ー
タ
ル
で
学
ぶ
学
部
と
し
て

　
「
秋
田
大
学
国
際
資
源
学

部
は
、
資
源
の
探
査・
開
発・
政

策
を
一
貫
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
、
我
が
国
唯
一の
学
部
で

す
。
資
源
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
な

ど
の
地
球
の
仕
組
み
や
歴
史

を
学
ぶ『
資
源
地
球
科
学
コ
ー

ス
』、
資
源
開
発
と
環
境
保
全

な
ど
を
学
ぶ『
資
源
開
発
環
境

コ
ー
ス
』に
加
え
、
経
済
や
法

律
な
ど
の
文
系
分
野
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る『
資
源
政
策
コ
ー

ス
』が
あ
り
ま
す
。
世
界
的

に
見
て
も
理
工
系
の
分
野
と

文
系
の
分
野
が
融
合
し
た
学

部
と
い
う
の
は
珍
し
く
、こ
れ

も
本
学
部
の
特
色
の一つ
で
す
。

例
え
ば
資
源
系
の
企
業
が
海

外
に
進
出
す
る
時
に
は
、
技
術

者
だ
け
で
は
な
く
国
際
法
や

国
際
情
勢
が
分
か
る
専
門
家

と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
い
ま
す
。

資
源
学
で
は
理
系・
文
系
の
枠

を
超
え
た
幅
広
い
知
識
が
必

要
と
さ
れ
、総
合
的
に
学
ぶ
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。
ま
た
、

2
年
次
か
ら
始
ま
る
専
門
教

育
の
授
業
は
全
て
英
語
で
行

わ
れ
ま
す
。
入
学
時
に
英
語

が
不
得
意
で
も
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。
語
学
力
と
い
う
よ
り

は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
伝
え

よ
う
と
す
る
力
が
大
切
で
す
。

最
初
か
ら
高
い
英
語
力
が
必

要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自

然
と
英
語
力
が
身
に
つ
く
環

境
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
来

年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ
3
年
次

の
海
外
資
源
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
が
始
ま
り
ま
す
。
昨
今
の

国
際
情
勢
を
踏
ま
え
、
学
生

の
皆
さ
ん
が
安
全
に
学
べ
る

環
境
づ
く
り
は
万
全
で
す
。

海
外
の
資
源
の
最
前
線
で
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
何
が

問
題
な
の
か
を
具
体
的
に
調

査
し
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
学

ぶ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

世
界
の
国
々
と

手
を
取
り
合
い
な
が
ら

　
「
資
源
そ
の
も
の
を
考
え
る

上
で
は
、国
内
だ
け
で
は
な
く

海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
で

す
。
昨
年
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
ト
リ
サ
ク
テ
ィ
大

学・イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
営
石
油
と

の
共
同
研
究
室
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。現
地
に
拠
点
を
置
く

こ
と
で
現
地
で
採
取
し
た
試

料
の
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

連
携
の
機
関
も
日
本
の
最
先
端

科
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、双

方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
後

も
東
南
ア
ジ
ア
を
ベー
ス
に
し
た

環
太
平
洋
地
域
と
南
部
ア
フ
リ

カ
を
拠
点
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を
図
り
ま
す
。同
時

に
、資
源
学
の
最
先
端
技
術
を

も
つ
海
外
の
大
学
と
の
連
携
を

さ
ら
に
強
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。世
界
の
国
々
と
手
を
取

り
合
い
な
が
ら
技
術
者
を
養
成

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
」。

地
球
と
い
う
大
き
な

ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
解
く

「
微
化
石
」の
研
究

　
「
専
門
は『
微
化
石
と
呼
ば
れ

る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
化
石
と
石
油

地
質
』で
す
。
大
西
洋・カ
リ
ブ

海・
北
極
海
の
水
深
1
0
0
0

メ
ー
ト
ル
以
深
の
海
底
か
ら
岩

石
の
サ
ン
プ
ル
を
取
り
、
１
セ
ン

チ
ご
と
に
含
ま
れ
る
微
化
石
を

分
析
し
ま
す
。そ
し
て
地
球
と

い
う
大
き
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
中

で
、一億
年
前
か
ら
現
在
ま
で
地

球
の
環
境
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
き
た
の
か
、生
物
の
生
産

性
が
ど
う
変
わ
って
き
た
の
か

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

研
究
し
復
元
す
る
こ
と
で
、石

油
地
質
に
応
用
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」。

忙
し
い
日
々
の
中
で
、

あ
え
て
趣
味
を
楽
し
む

　
「
こ
こ
数
年
、忙
し
く
な
り
始

め
て
か
ら
意
識
的
に
趣
味
の
時

間
を
設
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」と
ほ
ほ
笑
む
佐
藤
学
部
長
。

趣
味
の一つ
は「
星
の
写
真
を
撮

る
こ
と
」だ
そ
う
で
す
。現
在
は

入
手
困
難
で
マニ
ア
に
は
垂
涎

の
望
遠
鏡
二
台
と
、ご
自
宅
の

お
庭
で
撮
っ
た「
オ
リ
オ
ン
座
大

星
雲
」の
美
し
い
写
真
を
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
う一つ

の
趣
味
は「
プ
ラ
モ
デ
ル
作
り
」。

見
せ
て
い
た
だ
い
た
写
真
に
は

J
A
L
と
A
N
A
の
飛
行
機
の

プ
ラ
モ
デ
ル
が
ず
ら
り
。組
み
立

て
か
ら
セ
メ
ン
ト
の
穴
埋
め
、色

塗
り
ま
で
、集
中
し
て
取
り
組

ま
れ
た
そ
う
で
す
。こ
う
し
た

手
間
暇
の
か
か
る
趣
味
の
時
間

こ
そ
が
、忙
し
い
日
々
の
活
力
の

源
と
なって
い
る
よ
う
で
す
。

受
験
生・在
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
資
源
の
問
題
は
日
本
だ
け

で
は
な
く
、
人
類
全
体
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、日
本
で『
資

源
学
』を
学
べ
る
の
は
、秋
田
大

学
だ
け
で
す
。
古
く
か
ら
地
下

資
源
の
宝
庫
で
あ
っ
た
秋
田
は
、

現
在
で
も
男
鹿
半
島
に
い
け

ば
2
0
0
0
万
年
前
か
ら
現

在
ま
で
の
地
層
を
見
る
こ
と
が

で
き『
資
源
と
は
何
か
』を
学

べ
ま
す
。
秋
田
を
ベ
ー
ス
に『
地

球
』そ
し
て『
資
源
』を
見
つ
め
、

共
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」。

教　員　紹　介

地
球
規
模
で「
資
源
」を
学
ぶ
、

全
国
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
学
部

国際資源学部　学部長

佐藤 時幸
S A T O  T o k i y u k i

教員紹介
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教
育
文
化
学
部
は
、
主
に

教
員
を
養
成
す
る「
学
校
教

育
課
程
」と
地
域
協
働
の
核
と

な
る
人
材
を
養
成
す
る「
地

域
文
化
学
科
」の
二
つ
が
あ
り

ま
す
。

学
校
教
育
課
程

「
秋
田
型
モ
デ
ル
」を

受
け
継
ぐ
た
め
に

　
「
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
誇

る
秋
田
県
の
小
中
学
生
の
学

力
。
そ
の
学
力
を
支
え
て
い
る

の
が
、
秋
田
大
学
教
育
文
化

学
部
を
卒
業
し
た
現
場
の
先

生
た
ち
で
す
。
現
在
、
秋
田
県

が
抱
え
る
大
き
な
課
題
は
、定

年
を
迎
え
た
教
員
の
退
職
者

が
急
増
す
る
こ
と
と
、
そ
れ

に
伴
い
若
手
の
教
員
を
指
導

す
る
教
員
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。一
般

に『
秋
田
型
モ
デ
ル
』と
言
わ

れ
る
優
れ
た
授
業
の
ス
タ
イ
ル
、

実
践
知
を
、い
か
に
伝
え
て
い

く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
の一つ
と
し
て
、
教

職
大
学
院
の
設
置
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
学
部
卒
業
生
だ
け

で
は
な
く
現
職
教
員
も
受
け

入
れ
て
、よ
り
実
践
性
の
高
い

内
容
の
授
業
を
多
く
取
り
込

み
、新
た
な
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
し
ま
す
。
現
場
で
経

験
を
積
ん
だ
教
員
も
、大
学
院

で
若
手
に
教
え
る
こ
と
を
通

し
て
学
び
、
そ
れ
を
通
じ
て
学

校
現
場
で
よ
り
優
れ
た
指
導

を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む

秋
田
県
で
す
が
、最
も
大
事
な

こ
と
は『
人
を
育
て
る
』こ
と

で
あ
り
、
秋
田
は
”人
こ
そ
が

財
産

“
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
大
学
が
果
た
す
べ
き

役
割
も
変
化
し
て
い
く
時
代

で
す
。
か
つ
て
の
よ
う
に
、『
学

生
の
教
員
養
成
』に
留
ま
ら
ず
、

教
育
委
員
会
と
協
力
し
合
い
、

現
職
の
先
生
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
研
修
施

設
と
し
て
の
役
割
も
担
う
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
学
生
の
み

な
ら
ず
、秋
田
県
の
教
員
全
体

の
力
量
を
ア
ッ
プ
し
、
こ
れ
か

ら
も『
教
育
県
秋
田
』と
し
て

高
水
準
の
学
力
を
維
持
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
」。

地
域
文
化
学
科
　

地
域
を
愛
し
、

地
域
を
発
展
さ
せ
る

　
「
地
域
文
化
学
科
は
、
地
域

を
愛
し
地
域
の
た
め
に
貢
献

で
き
る
若
者
を
育
て
る
学
科

で
す
。
特
色
の一つ
と
し
て
、
学

内
共
同
教
育
研
究
施
設
で
あ
る

『
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
』と
連

携
し
、地
域
の
現
場
へフ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
る
機
会
を

多
く
設
け
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と

し
て
は
、
3
年
次
か
ら
の『
地

域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
』で

す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
異

な
り
、
学
生
と
企
業
が
一
緒
に

な
っ
て一つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
み
ま
す
。
大
学
の
教
員

も
関
与
し
な
が
ら
地
域
の
中

小
企
業
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

ど
う
い
っ
た
企
業
が
、
ど
の
よ

う
に
動
い
て
い
る
の
か
を
知
り
、

よ
り
実
践
的
な
学
び
が
可
能

と
な
り
ま
す
。『
地
域
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
』は
実
際
に
は

平
成
28
年
度
か
ら
の
実
施
と

な
り
ま
す
。
目
的
意
識
を
持
っ

て
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
課

題
を
見
つ
け
て
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
」。

発
達
障
害・聴
覚
障
害
児
へ
の

支
援

　
「
専
門
は『
特
別
支
援
教
育
』

『
言
語
病
理
学
』で
す
。
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
、
特
に
補

聴
器
や
人
工
内
耳
を
つ
け
た

聴
覚
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
い
か
に
し
て
言
語
を
獲
得

さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
研
究

の
中
心
で
す
。
近
年
は
、
知
的

に
問
題
が
な
く
普
通
に
話
は

で
き
る
け
れ
ど
も
読
み
書
き

が
で
き
な
い『
発
達
性
読
み
書

き
障
害
』に
つ
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」。

日
曜
大
工
に
没
頭
し
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
は
か
る

　

日
曜
大
工
が
趣
味
と
い
う
武

田
学
部
長
。一番
の
お
気
に
入

り
は
、娘
さ
ん
の
た
め
に
と
作
っ

た「
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
」だ
そ

う
で
す
。
引
き
出
し
も
つい
た

大
作
で
、お
正
月
休
み
の
期
間
、

夜
中
も
ず
っ
と
か
か
り
き
り
で

仕
上
げ
た
と
の
こ
と
。
没
頭
し

て
い
る
間
は
仕
事
を
忘
れ
、仕

上
が
っ
た
時
に
は
大
き
な
達
成

感
を
感
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

受
験
生・在
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
教
育
文
化
学
部
は
、バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
専
門
を
持

つ
教
員
を
は
じ
め
、
様
々
な
人

と
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
た
場
所
で
す
。
今
、
も
っ
と

も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
と
は
、

単
に
語
学
力
な
ど
を
指
す
の

で
は
な
く
、
年
齢
や
立
場
の
違

う
人
々
と
の
関
係
を
つ
な
ぐ
力

で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
人
々
と

協
力
し
合
い
、
チ
ー
ム
と
し
て

働
い
て
い
け
る
力
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
最
初
に
素
質
あ
り

き
で
は
な
く
、
大
学
4
年
間
の

中
で
、
色
々
な
経
験
や
出
会
い

を
通
し
て
そ
う
いっ
た
力
を
育

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、共
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
」。

教　員　紹　介

教
員
も
学
生
も

「
共
に
教
え
学
び
合
う
」

教育文化学部　学部長

武田　篤
TAKEDA At sush i

教員紹介
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医
学
部
は
、地
域
医
療
に
お

い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す

医
師
を
養
成
す
る「
医
学
科
」

と
地
域
医
療
を
支
え
る
看
護

師・
保
健
師・
助
産
師・
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
を
養
成

す
る「
保
健
学
科
」の
二
つ
の

学
科
が
あ
り
ま
す
。

1
年
次
か
ら
卒
後
ま
で

継
ぎ
目
の
な
い
教
育

　
「
秋
田
大
学
は
秋
田
県
唯
一

の『
医
育
』機
関
で
す
。
第
一
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
医
療
従
事
者
を

育
成
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。医
学
部
に
お
い
て
は
、

『
教
育・
臨
床・研
究
』が
重
要
で

あ
り
、中
で
も『
教
育
』に
一
番

力
を
注
い
で
い
ま
す
。全
国
に

先
駆
け
て
1
年
次
か
ら
現
場

で
経
験
を
積
む
早
期
臨
床
実

習
を
導
入
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は『
秋
田
方
式
』と
呼
ば
れ
、全

国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、在
学
中
だ
け
で
は
な
く

卒
業
後
も
一
貫
し
た
研
修
体

制
が
構
築
さ
れ
、『
継
ぎ
目
の
な

い
教
育
』を
い
ち
早
く
取
り
入

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、最
先

端
の
設
備
を
備
え
た
恵
ま
れ

た
環
境
で
学
べ
る
と
い
う
こ
と

も
大
き
な
魅
力
で
す
。例
え
ば
、

東
北
随
一
の
医
学
部
附
属
病
院

『
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
セ
ン

タ
ー
』を
活
用
し
、シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
使
っ
た
高
度
な
研
修
が

可
能
で
す
。秋
田
大
学
医
学
部

で
学
ぶ
こ
と
は
国
内
の
最
先
端

教
育
を
受
け
る
こ
と
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
秋
田
県
に

は
県
立
の
総
合
病
院
が
無
い
こ

と
な
ど
か
ら
、秋
田
大
学
医
学

部
附
属
病
院
は
、『
臨
床
』に
お

い
て
も
非
常
に
重
要
な
役
割

を
は
た
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

『
研
究
』で
も
い
く
つ
か
の
重

点
的
な
分
野
に
お
い
て
、国
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
者
が
名

を
連
ね
て
い
ま
す
。こ
こ
秋
田

の
地
か
ら
世
界
に
伍
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
な
の
で
す
」。

地
域
医
療
に
貢
献
す
る
た
め
に

　
「
地
域
に
貢
献
す
る
大
学

と
し
て
、医
学
部
が
最
も
力
を

入
れ
た
い
の
は
医
療
従
事
者
の

教
育
で
す
。
平
成
16
年
に
導

入
さ
れ
た『
臨
床
研
修
制
度
』

に
よ
り
、卒
業
生
自
身
の
希
望

で
研
修
先
を
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
秋
田
県
内
に
残

る
卒
業
生
の
数
は
激
減
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
28
年
度

は
新
人
医
師
の
初
期
臨
床
研

修
を
県
内
の
病
院
で
行
う
こ

と
が
内
定
し
た
医
学
科
卒
業

生
は
過
去
最
多
の
61
人
に
上

り
ま
す
。こ
れ
は『
秋
田
方
式
』

に
代
表
さ
れ
る
秋
田
大
学
独

自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
効
果
が

発
揮
さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
医

療
に
貢
献
す
る
卒
業
生
が
増

加
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」。

循
環
器
内
科

　
「
私
の
専
門
は『
循
環
器
内

科
』で
す
。
心
臓
の
筋
肉
自
体

が
変
化
し
て
し
ま
う
、い
わ
ゆ
る

『
心
筋
症
』と
、
高
齢
化
に
伴

い
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る『
心

不
全
」に
つい
て
研
究
し
て
い
ま

す
。
主
に
心
臓
肥
大
が
な
ぜ

起
こ
る
の
か
、
遺
伝
子
工
学
的

手
法
を
使
って
研
究
を
続
け
て

い
ま
す
。『
循
環
器
内
科
』は
、

ハ
ー
ド
な
部
分
も
あ
る
半
面
、

難
し
い
状
態
に
あ
っ
た
患
者
さ

ん
で
あ
っ
て
も
適
切
な
処
置
を

施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、一ヶ
月
後

に
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
る
様

子
を
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
魅
力
で
す
。
学
問
的
に
も

非
常
に
面
白
い
分
野
で
す
」。

ジ
ャ
ズ
ギ
タ
ー
と
テ
ニ
ス
、

そ
し
て
ゴ
ル
フ

　

も
と
も
と
ジ
ャ
ズ
が
好
き
で
、

関
連
の
C
D
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

数
百
枚
に
の
ぼ
る
と
い
う
伊
藤

学
部
長
。
中
で
も
、ジ
ャ
ズ
ギ

タ
ー
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
ウ
ェ

ス・
モ
ン
ゴ
メ
リ
―
を
敬
愛
し
、

そ
の
独
自
の
ギ
タ
ー
奏
法
を

独
学
で
学
ば
れ
ま
し
た
。学
生

時
代
か
ら
憧
れ
だ
っ
た
と
い
う

ギ
ブ
ソ
ン
の
ギ
タ
ー
を
演
奏
さ

れ
て
い
る
写
真
は
、C
D
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
写
真
さ
な
が
ら
。
現
在

は
医
学
部
ジ
ャ
ズ
研
究
会
の
顧

問
を
さ
れ
、
学
生
や
医
師
会
の

先
生
方
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

学
生
時
代
は
強
豪
と
言
わ
れ

た
東
京
医
科
歯
科
大
学
硬
式

テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、テ
ニ
ス
で

汗
を
流
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

秋
田
に
来
て
か
ら
は
家
か
ら
ゴ

ル
フ
場
も
近
い
こ
と
か
ら
、テ
ニ

ス
か
ら
ゴ
ル
フ
に
転
向
。
時
間

の
あ
る
限
り
ゴ
ル
フ
の
練
習
に

向
か
わ
れ
る
そ
う
で
す
。「
医

師
は
と
に
か
く
体
力
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
」と
の
お
言
葉
ど

お
り
、ハ
ー
ド
な
お
仕
事
を
パ

ワ
フ
ル
に
こ
な
さ
れ
て
い
る
秘

訣
は
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

受
験
生・在
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「『
臨
床
』『
研
究
』『
教
育
』

の
し
っ
か
り
し
た
基
盤
を
持
ち
、

最
先
端
の
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
秋
田
大
学
医
学

部
で
は
優
れ
た
医
療
従
事
者

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
が
秋
田
の
医
療
に
貢
献
で

き
る
人
材
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」。

教　員　紹　介

地
域
に
貢
献
で
き
る
優
れ
た

医
療
従
事
者
を
育
成
す
る

医学部長・医学系研究科長

伊藤　宏
I T O  H i r o s h i

教員紹介
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平
成
26
年
に
工
学
資
源
学

部
か
ら
生
ま
れ
変
わ
っ
た
理
工

学
部
。「
理
」に
裏
打
ち
さ
れ

た
専
門
能
力
と
高
い
倫
理
性

を
持
ち
、
学
際
分
野
に
も
目

を
向
け
ら
れ
る
、
総
合
力
で
日

本
や
地
域
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

理
工
学
部

　
「
理
工
学
部
は
、
鉱
山
学

部
、工
学
資
源
学
部
で
培
っ
た

工
学
分
野
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、『
理
学
』分
野
を
強
化
し
て

平
成
26
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
1
0
0
年
を
超
え

る
伝
統
と
同
窓
会
に
支
え
ら

れ
た
学
部
で
あ
り
、高
い
就
職

率
と
、特
に
大
学
院
に
関
し
奨

学
金
や
学
生
の
学
会
発
表
旅

費
な
ど
の
経
済
的
支
援
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
第
一の
特
色
で

す
。『
生
命
科
学
科
』『
物
質
科

学
科
』『
数
理・
電
気
電
子
情

報
学
科
』『
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

工
学
科
』の
4
つ
の
学
科
と
９
つ

の
コ
ー
ス
か
ら
な
り
、幅
広
い
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
本
学
部
で
の
特
徴
的
な

研
究
と
し
て
は
、『
医
理
工
連

携・
高
齢
者
対
応
の
技
術
』『
新

し
い
素
材
』『
環
境
浄
化
技
術
』

『
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
宇
宙
輸
送

機
構
造
物
』『
津
波
災
害・雪
害

に
関
す
る
地
域
防
災
』な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。2
年
次
か
ら

学
科・コ
ー
ス
を
変
更
で
き
る
転

学
科・転
コ
ー
ス
制
度
や
、ま
た
、

2
年
次
か
ら
研
究
室
に
配
属

と
な
り
専
門
性
を
高
め
３
年

次
で
早
期
卒
業・
進
学
で
き
る

ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
な
ど
の
教

育
制
度
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

産
業
界
か
ら
の
要
請
に
よ
り

大
学
院
博
士
前
期
課
程
の
二

年
間
を
含
め
た
6
年一貫
教
育

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
か
ら
は
大
学
院
に
お
い
て

『
医
学
系
研
究
科
』と
協
力
し

て
医
学・
医
療
の
言
葉
と
ニ
ー
ズ

を
理
解
で
き
る
技
術
者
の
養

成
を
目
指
し
た『
医
理
工
連
携

コ
ー
ス
』を
開
設
し
て
い
ま
す
」。

地
方
創
生
に
貢
献
す
る

学
部
と
し
て

　
「
産
学
官
金
の
連
携
を
強

化
し
、
雇
用
創
出
に
向
け
地

域
産
業
振
興
を
全
力
で
支
援

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
秋

田
銀
行
地
域
サ
ポ
ー
ト
部
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
向
け
に
、
理
工
学

部
の
教
員
の
研
究
紹
介
サ
ロ

ン
を
月
に
２
回
開
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
地
域
企
業

と
大
学
と
が
共
同
研
究
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
事
例
が
現
時

点
で
10
件
以
上
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
形
で
今
後
も
企
業

の
新
し
い
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
県
の
産
業
界
で

求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
と
し

て
、輸
送
機・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野・医
理
工
連
携
の
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
コ
ー
ス
に
つい
て
検
討
し
て

い
ま
す
。
成
長
著
し
い
航
空
機

産
業
分
野
で
は
、英
語
コ
ミュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
た
技

術
者
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、外
国
人
教
員
の

増
員
を
図
る
と
と
も
に
、留
学

支
援
を
行
っ
て
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学

に
と
っ
て
不
可
分
で
あ
る
研
究

に
つ
い
て
は
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル

へ
の
掲
載
を
推
奨
す
る
、
競
争

的
資
金
を
よ
り
多
く
獲
得
す

る
こ
と
を
目
指
す
な
ど
、研
究

力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
雰
囲

気
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。い

ず
れ
は
本
学
理
工
学
部
を『
地

方
の
名
門
学
部
』に
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」。

金
属
ナ
ノ
コ
イ
ル
の
開
発

　

30
代
の
頃
は
秋
田
混
声
合

唱
団
に
所
属
し
て
い
た
と
い
う

村
岡
学
部
長
。
当
時
の
パ
ー
ト

は
テ
ノ
ー
ル
、バ
リ
ト
ン
だった
そ

う
。現
在
、合
唱
は
さ
れ
て
い
な

い
そ
う
で
す
が
、当
時
の
ご
縁

か
ら
秋
田
大
学
混
声
合
唱
団

「
エ
ー
ス・ク
ワ
イ
ア
」の
顧
問
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
忙
を
極
め
、

趣
味
に
あ
て
る
時
間
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
が
現
状
だ
そ
う
で
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
休
日
で
あ
る
毎

週
土
曜
日
に
も
研
究
室
の
学

生
を
集
め
、個
々
の
研
究
の
進

捗
状
況
を
把
握
し
、指
導
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
「
今
は
、時
間
が
空
い
た
ら
研

究
に
あ
て
た
い
と
い
う
の
が
本

音
で
す
」と
村
岡
学
部
長
。ご

自
身
の
研
究
内
容
は「
機
械
工

学
分
野
の
材
料
力
学
と
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」。植
物
の
ゴ
ー
ヤ
ー

や
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
蔦
の
コ
イ
ル
形

成
に
似
た
原
理
を
持
つ
、ご
く

微
小
の
金
属
ナ
ノ
コ
イ
ル
を
製

造
す
る
独
自
技
術
を
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
、三
菱
重

工
と
の
共
同
研
究
に
よ
って
複

合
材
料
加
工
技
術
への
応
用
と

製
造
業
の
次
な
る
革
命
を
目

指
し
、日
々
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
験
生・在
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
学
部
や
研
究
室
の
学
生
も
、

顧
問
を
務
め
る
混
声
合
唱
団

エ
ー
ス・ク
ワ
イ
ア
の
団
員
も
、と

て
も
楽
し
そ
う
に
、そ
し
て
真

剣
に
大
学
生
活
を
送
って
い
ま

す
。
若
い
皆
さ
ん
が
毎
日
を
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
地
方
創
生

の
真
の
原
動
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
。目
を
見
開
い
て
、自
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
と一緒
に
、秋
田

大
学
理
工
学
部
で
地
方
か
ら

世
界
に
打
って
出
ま
せ
ん
か
」

教　員　紹　介

秋
田
か
ら
世
界
へ
―

高
度
な
技
術
者
・

研
究
者
の
育
成
に
力
を
注
ぐ

理工学部長・工学資源学研究科長 

村岡 幹夫
M U R A O K A  M i k i o

教員紹介
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〈小川〉	 お仕事の内容を教えてください。

〈関川〉	 昭和39年27歳の時、東京の御茶ノ水
駅近くで今の会社を設立しました。資本金50万
円。一貫して取り組んできた専門技術だけが唯
一の武器でしたが、割合仕事に恵まれ、名は重
役、実態は何でもやる十役として東奔西走の毎
日でした。
　当社は、設立以来、一貫して鉄、非鉄金属、
窯業、化学、機械、電機、食品等の分野で使
用する素材から、仕上げ製品までの様々な加
熱装置、熱処理設備、省力機器及びそれらに
関わる環境改善設備のエンジニアリング、製作、
販売を手掛けています。
　ファーネス化工機という社名の由来ですが、
ファーネスは英語で窯炉を意味し、化工機の
方は当社のもう一つの主力製品として、触媒を
使ったガス分解装置、熱交換器、ガス吸収装
置、ガス冷凍除湿機等を有しているため付け
加えることにしました。
　商標は“FCECO”と登録しております。英語
読みの“FURNACE CHEMICALS ENGIN
EERING Co, LTD.”それぞれの頭文字を並
べました。もう一つ、専門技術者はファーネスの
ことを略して単にＦ’ｃｅと書くこともあります。ユー
ザーは当社のトレードマークを見て、何の仕事
をしているのか分かりやすくグッドネーミングだと
誉めてくれます。
　そして、無理、無茶、無駄をせず、自己資本で
間に合う経営が創業以来の当社の方針です。

〈小川〉	 27歳で起業したきっかけを教えてくだ
さい。
〈関川〉	 私は元々、大学に在籍している時か
ら、何でも先に立ってやるようなタイプで、大学３
年の時にキャプテンとして先頭になって自動車

部を立ち上げました。学長が乗られていた公用
車を払い下げていただいて、分解修理し、一か
ら組み立てていました。

〈小川〉	 当時からものづくりが大好きだったと
いうことですね。

〈関川〉	 そうですね。ものづくりが私の性格に
合っていたことや、人に使われるのが嫌だったこ
ともあり、「自分で会社を起こしてしまえ」というこ
とで27歳の時に起業しました。

〈小川〉	 「自分で何でも作ってみたい、やって
みたい」というご自身の性格もあって、会社を起
業されたのですね。

〈関川〉	 そうです。

〈小川〉	 御社は技術力を売っている会社だと
思うのですが、仕事をする上で、心掛けている
ことはありますか。

〈関川〉	 卒業論文の実験真っ直中、忙中閑、
友達と映画を観る約束をしていたのですが、実
験が思うように進まない、約束の時間が刻 と々
迫る。ついに適当にデータを作って実験室を抜
け出してしまいました。翌日主任教授に呼び出
され担当教官の学位論文に関する重要な資
料となることも忘れ、いい加減に扱っていると大
変叱られたことがありました。その時、「医者と
弁護士には嘘を言うなという言葉がある。科学
技術を志す者に嘘はあってはならない」と厳し
く諭されました。ものづくりの世界に身を置く立
場になってからこの言葉の重みを実感しており
ます。

〈小川〉	 正確なデータを取るということは技術
系・理系では当然やらなければならないことで
すが、当時の主任教授の言葉を肝に銘じ、現在
も心掛けているということですね。

〈関川〉	 絶対にごまかす仕事はしない。品質、
製品も約束したら性能はきっちりと守ります。

〈小川〉	 それをデータで示すわけですね。

〈関川〉	 それが信頼の基になっています。

〈小川〉	 それはよく分かります。それでは、現在
どのようなことで秋田大学での学びが生きてい
ると思われますか。

〈関川〉	 昭和30年に秋田大学鉱山学部に進
学し、初めて親元を離れ北光寮（学生寮）に入
り、全国から集まった仲間たちと過ごした４年間
は言語で尽くせない程の自由と開放感があり
充実した毎日でした。
　当時、北光寮は校内にあり、さらに私が所属
していた学科には14、5人しかいませんでした
ので講義等をさぼるとすぐ同じ学科の学生が
迎えに来ましたね。さぼりたいけど、さぼれない。
学生に対する管理が行き届いていると言いま

すか、それだけ教員と学生、学生同士の関係も
密だったわけですね。そのことについては今で
も感謝しています。
　私は鉱山学部の冶金燃料学科へ入学した
のですが、在学の途中で冶金燃料学科が「冶
金学科」と「燃料学科」に改組され、私は燃料
学科に進みました。そこでは化学に関すること
を学びましたし、改組される前は金属に関する
ことも学べましたので、両方の分野を学んだこと
が社会に出てから非常に生きました。大学を卒
業してから東京のプラント会社を２つ渡り歩い
たのですが、そこで大学での学びを発揮するこ
とができ、自分の中で自信がつきました。これな
ら自分で会社を起業してもやっていけるなと思
いましたね。

〈小川〉	 最後に、大学の後輩たちへメッセージ
をお願いします。

〈関川〉	 最近の学生は利口になってしまい、役
所に勤めたい、安定した会社に勤めたいとか、
そういうことばかり仰っていますが、それでは少
し物足りませんね。孫正義氏やビル・ゲイツ氏ま
でとは言いませんが、起業家魂を持ってほしい
ですね。そして、会社などに勤めることも良いで
すが、何人かに一人は私のように変わり者が出
てほしいですね。

〈小川〉	 たしかに今の大学は変わり者が出に
くいシステムとなっています。それを肝に銘じて、
大学人もそれを心掛けていきたいと思います。
その点は私もよく感じています。

〈関川〉	 そうですね。講義が２時間あるとすれ
ば、アメリカの哲学者でハーバート大学のマイ
ケル・サンデル教授みたいに、少し一服して、授
業とは関係のない話をしても良いのではないで
しょうか。例えば、ビル・ゲイツ氏や本田宗一郎
氏などのような偉大な実業家の話とか、仕事で
大阪の方々がよく言われる「もうかりまっか」「ぼ
ちぼちでんな」という初歩的な経済を皆で考え
られる環境があると良いですね。
　あとは、秋田大学からノーベル賞受賞者が出
てくれることを期待しています。地方の名門と言
われる大学に是非していただきたいと思います。

----------------------　握手（終了）　----------------------

先輩なう。〈特別編〉
秋田大学卒業生の今（＝なう）をご紹介する「先輩なう」。今回は特別編として
小川信明理事（総務担当）・総括副学長がインタビュアーとなり、ファーネス
化工機株式会社代表取締役社長の関川秀三郎さんにお話を伺いました。

関川  秀三郎さん

ファーネス化工機株式会社
代表取締役社長
◆鉱山学部燃料化学科／昭和34年3月卒業

先輩なう。〈特別編〉
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　秋田大学手形キャンパスには稀にカモシカが現れ、そ
の姿を見た学生は留年する……という噂があるようです。
幸い私はカモシカを見たことはないのですが、その代わり
に学内で毎日見かける動物がいます。ネコ、それも野良ネ
コです。春先から秋にかけて構内の南門周辺に数多く現
れ、門の横や道路で寝転がっています。秋田駅へ向かう通
り道になっている南門は、人通りの多い場所。しばしば学
生がネコを撫でたり、写真を撮ったりする姿が見られます。
今回はこの学生にとって身近な存在である野良ネコについ
て、学生や近隣にお住まいの方々にお話を聞いてみました。

いつから猫が増えた?
実は減っている??
　手形キャンパス周辺で野良ネコが増え始めた具体的な
時期は定かではありません。ご近所の方 に々聞いてみました
が、ここ数年という人もいれば、もっと前からという人もいます。
　キャンパスによく散歩に来るというご婦人は、学内のネコ
の数は減っていると話します。5 年以上前は現在より樹木
が多く植えられていて、あちこちに草むらがありました。そこがネコた
ちの格好の遊び場だったようなのです。ご婦人は「緑地が減らされて
駐車場になってから、見かけなくなったね」と話してくれました。
　同じく減ったと感じているのは、ネコ好きを自称するとある教員。こ
の教員は、以前の大学が「ネコ捨て場」になっていた時代を知ってい
ました。夜に車が入ってきて段ボールを捨てていったので近寄ると、
中にネコがいたことがあったそうです。「まだ車の出入りが厳しく規制
されていなかったからね。大学に置けば誰かが拾ってくれると思って
置いたんじゃないかな。大学側も対策に苦慮していたよ」と当時を振
り返っていました。

人馴れネコ
　キャンパスの近隣に住む方 は々、手形の野良ネコについて

「人馴れしている」と口を揃えて言います。人間を怖がらない
のです。学生が歩いてきても、びくともしません。ずっと同じ
場所で気持ちよさそうにしています。写真を撮ったり、撫で
たりしても全く怖がる気配を見せません。このフレンドリーな
一面が、学生に好かれる理由の１つなのかもしれません。
　ただ、人馴れしすぎているのも問題のようで、車が近づ
いても避けてはくれません。更に、家の敷地に勝手に入って
きてフンをしたり、ゴミを漁って散らかしたりと好き放題に
やってしまうようです。ここでは軽く書いていますが、近隣
の方々にお話を伺っていると相当お困りの様子で「学生を
癒す存在」として軽い気持ちで取材を始めた私は少し萎
縮してしまいました。

犬との交流
　同じく学内へ遊びにくる動物に、お散歩中の犬がいます。
キャンパスに１日２回犬の散歩に訪れるという男性は、愛
犬とネコとの仲睦まじい様子を話してくれました。ネコが寝
転がっているところに、この犬が寄っていって甘噛みをす
ると、ネコがパンチをするんだとか。こんなじゃれ合いがあ

る一方で、やはり犬によって相性の問題があるようです。取材中に通
りかかった別の愛犬家の男性は「うちの犬は全くダメ。合わないんだ
ろうね」と笑っていました。

やっぱり人間が悪い？
　手形で野良ネコが増えた背景には、人間の影響が大きいようです。
前述の「ネコ捨て場」のエピソードもそうですが、お話を聞くと、野良ネ
コに餌付けする人の目撃談も多くありました。学生にとっては行き帰
りに見て癒される存在ですが、そこで生活している人にとっては複雑
な思いを抱く存在でもあるのでしょう。当の野良ネコたちは、そんな
事を気にせずに寝転がっているようなのですが……。

ＡＵＰ秋田大学報道局
秋田大学や秋田に関わる情報を学内外に発信する、大学公認の学生新聞サークル。新聞「The Akita University Post」を年3回発行して
いるほか、10月に行われる秋田大学祭ミスコンテストの企画・運営も行う。現在11名で活動中。

手
形
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ネ
コ

構内の南門で気持ちよさそうに寝転がるネコたち（2009年撮影）

秋田大学手形キャンパスの南門（AUP部員が2009年撮影） （2015年撮影）

（2015年撮影）
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秋田大学みらい創造基金
ご協力をお願い申し上げます。

　秋田大学は、多くの皆様からご協力いただいた「秋田大学教育研究支
援基金」を引き継ぎ、平成26年11月に「秋田大学みらい創造基金」を創設
いたしました。
　この基金は、全学的な事業を支援する「一般基金」と、使途を特定した
「特定基金」で構成され、現在、企業・団体や個人の皆様など多くの方々
にご支援をいただいております。この基金は、教育・研究による社会へ
の貢献という本学の使命を果たすための大きな支えとなっており、今後
一層の拡充を図りながら、有効に活用させていただきます。

〈ご寄附のお願い〉●個人：一口 1,000円　●法人：一口 10,000円
〈ご寄附の方法〉●振込　●クレジットカード　●古本募金　●遺贈
　寄附のお申し込み、詳細につきましては、秋田大学公式ホームページ
をご覧いただくか、基金事務室までお問い合わせください。

〈お申し込み・お問い合わせ先〉秋田大学みらい創造基金事務室
〒010-8502秋田市手形学園町1-1　☎018-889-3266（総務企画課内）
E-mail：kikin@jimu.akita-u.ac.jp
URL：http://www.akita-u.ac.jp/honbu/ed_fund/index.html

 教育の質の向上及び研究の推進支援
 卒業生・産業界等との連携支援
 学生への奨学金等支援
 学部等への支援
 教職員・学生等の国際化・文化・

 社会活動等支援
 施設・環境整備の充実

一般基金
 病院寄附金
 国際資源学部寄附金
 教育文化学部寄附金
 医学部寄附金
 理工学部寄附金

特定基金

秋田大学　みらい 検 索
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書
き
と
町
歩
き
、男
鹿
市
安
全

寺
地
区
で
の
米
作
り
、秋
田
市
上

新
城
地
区
で
の
廃
校
利
用
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、農
業
体
験
な

ど
が
あ
り
ま
す
。秋
田
大
学
の
地

域
創
生
課
や
現
地
の
自
治
体
の

方
々
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、活
動
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
、「
Ａ
Ｒ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
」

と
い
う
団
体
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。Ａ
Ｒ
Ｃ（
ア
ー
ク
）グ
ル
ー
プ
は

２
０
１
３
年
に
６
名
の
秋
田
大
学

生
が
立
ち
上
げ
た
団
体
で
、現

在
は
秋
田
大
学
生
を
中
心
に
県

内
５
大
学
の
学
生
総
勢
１
５
０

名
が
学
生
主
導
で
地
域
活
性
化

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の

団
体
の
名
前
はA

kita

（
秋
田
）の

「
Ａ
」、Region

（
地
域
）の「
Ｒ
」、

Contribution

（
貢
献
）
の「
Ｃ
」

の
３
つ
の
頭
文
字
か
ら
名
付
け
ら

れ
、地
域
と
学
生
、地
域
と
地
域

を
繋
ぐ
架
け
橋
に
な
り
た
い
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。団

体
の
活
動
は
主
に
三
つ
あ
り
、一つ

目
は
地
域
に
あ
る
文
化
の
保
存

活
動
。二
つ
目
は
地
域
に
あ
る
資

源
の
掘
り
起
こ
し
と
発
信
。三
つ

目
は
地
域
の
方
々
と
の
交
流
で
す
。

今
ま
で
に
延
べ
１
２
０
０
人
も
の

学
生
が
県
内
7
ヵ
所
を
拠
点
に

地
域
の
方
々
と
交
流
を
重
ね
、自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
模
索

し
、地
域
で
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、北
秋

田
市
に
あ
る「
森
の
テ
ラ
ス
」で
の

機
械
・農
薬
を
使
わ
な
い
米
作
り
、

能
代
市
檜
山
地
区
で
の
聞
き
書

き
と
街
歩
き
、そ
し
て
地
域
の
伝

統
芸
能
で
あ
る「
羽
立
さ
さ
ら
」

へ
の
泊
ま
り
込
み
練
習
か
ら
の
参

加
、藤
里
町
大
沢
地
区
で
の
聞
き

　

少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
む

こ
の
秋
田
県
で
、「
学
生
と
し
て
地

域
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
」

と
い
う
問
題
が
私
た
ち
の
最
大
の

テ
ー
マ
で
す
。秋
田
県
に
は
、人
目

に
触
れ
な
い
も
の
で
も
確
か
な
歴

史
や
伝
統
と
、地
域
が
育
ん
で
き

た
素
晴
ら
し
い
文
化
が
山
の
よ
う

に
存
在
し
ま
す
。そ
れ
ら
を
自
分

た
ち
の
目
で
直
接
見
聞
き
し
、感

じ
、他
の
人
に
そ
の
魅
力
を
伝
え
、

地
域
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
秋
田
県
出
身
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
、こ
の
団
体
に

入
って
秋
田
の
地
域
に
出
て
交
流

し
、活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、秋
田

の
地
域
が
本
当
に
好
き
に
な
り

ま
し
た
。将
来
は
小
学
校
の
教
員

に
な
り
、こ
の
団
体
で
培
っ
た
、地

域
に
根
差
し
た
教
育
を
行
う
こ

と
が
私
の
夢
で
す
。最
後
に
、私

た
ち
が
北
秋
田
市
に
あ
る「
森
の

テ
ラ
ス
」で
生
産
し
た
無
農
薬
米

を
北
秋
田
市
と
秋
田
大
学
構
内

で
販
売
す
る
の
で
、こ
の
機
会
に

是
非
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い

在学生紹介／イルミネーション点灯／インフォメーションセンターリーフレット発行

在学生紹介
学生団体ARC（アーク）代表
教育文化学部　学校教育課程3年次

吉本 裕希

地域に根ざし、地域と共に
〜秋田の再生を願う〜

　秋田大学インフォメーションセンターは、
秋田大学の情報を発信する場、地域住民
との交流の場として、平成22年4月に開設
しました。センターでは秋田大学の教育・研
究の取り組みや、成田為三、南木佳士など
著名な卒業生の業績や作品等を展示・紹
介しています。また、学生や教職員による
企画展、コンサート等も開催しています。

　秋田大学は平成27年12月7日～平成28年2月26日の期間、手形キャ
ンパスでイルミネーションを点灯しています。
　街づくりの一環として夜の学園街を生き生きとした魅力的な場に
変え、学生だけではなく地域住民の方々にも秋田大学に親しんでい
ただけるようにとの願いを込め、平成20年度からイルミネーションの
点灯を実施。平成23年度は東日本大震災の影響による節電のため中
止しましたが、今年度で7回目の点灯となりました。
　今年度は、青と白のLED電球を約15,000個使用、ツリーの高さは
約5m。この冬も、手形キャンパスは幻想的な雰囲気に包まれました。
　また、平成27年12月14日～平成28年1
月15日の期間、本道キャンパスにある医
学部附属病院でも、来院される患者さ
んや入院患者さんをはじめ、ご家族や
地域住民の方々にも親しんでいただけ
るようイルミネーションを点灯しました。

秋田大学インフォメーションセンター
リーフレット発行 イルミネーション点灯

【お問い合わせ先】
秋田大学インフォメーションセンター
●開館時間／ 10:30～ 17:00
●開館日／平日のみ　●入館／無料
●TEL.018-889-2931

紹介リーフレットは秋田大
学インフォメーションセン
ターや鉱業博物館のほか、
お近くの図書館・博物館等
にも設置しています。

OBによる講演会

学生による企画展

「森のテラス」での田植えの様子

ARCとして「第4回与次郎駅伝2015」に参加した吉本裕希さん（左）
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秋田大学みらい創造基金 寄附者ご芳名　（平成27年7月～11月入金分　五十音順）
この基金の趣旨にご賛同、ご協力いただきました皆様へ、心より感謝申し上げます。今後とも秋田大学の教育・研究活動等に対し、格段のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

【企業・団体等】
●秋田朝日放送株式会社	 様
●株式会社秋田魁新報社	 様
●株式会社秋田新電元	 様
●秋田大学有志一同	 様
●秋田テレビ株式会社	 様
●株式会社秋田放送	 様
●株式会社アルファシステムズ	 様
●株式会社イクシス	 様
●協和石油株式会社	 様
●協和発酵キリン株式会社	 様
●三和テッキ株式会社	 様
●ソレキア株式会社	 様
●大和リース株式会社	 様
●株式会社竹中土木　東北支店	 様
●合資会社たけや	 様
●株式会社東北フジクラ	 様
●DOWAホールディングス株式会社	 様
●株式会社ノーザンシステムサービス	様
●ファーネス化工機株式会社	 様
●北光会　大学支部	 様
●株式会社ユアテック　秋田支社	 様

他　匿名希望　109名、5団体　様（延べ数）

【個　人】
●相原　紘一	 様
●浅沼　研	 様
●浅沼　義博	 様
●麻生　厚司	 様
●麻生　節夫	 様
●阿部　史人	 様
●飯塚　博幸	 様
●五十嵐　圭子	様
●五十嵐　隆治	様
●池田　翔	 様
●池田　千晴	 様
●石井　聡	 様
●石井　聡	 様
●石尾　俊二	 様
●石川　慶紀	 様
●石沢　千佳子	様
●伊藤　慎一	 様
●伊藤　宏	 様
●伊藤　昌之	 様
●井上　高光	 様
●今野　和彦	 様
●上田　晴彦	 様
●上村　英彦	 様

●榎本　克彦	 様
●太田　貞祐	 様
●大塚　悦子	 様
●大戸－中西　貴代	 様
●大西　洋一	 様
●大橋　隆	 様
●大村　浩志	 様
●大森　泰文	 様
●大八木　秀明	様
●大山　妙子	 様
●荻原　正夫	 様
●尾野　祐一	 様
●小野田　勝	 様
●小野寺　重人	様
●面川　歩	 様
●加賀　一	 様
●郭　永梅	 様
●景山　陽一	 様
●粕川　雄司	 様
●片桐　勝也	 様
●加藤　寛	 様
●加藤　龍雲	 様
●角谷　浩	 様

●鎌田　幸子	 様
●亀岡　吉弘	 様
●川原谷　浩	 様
●北舘　明宏	 様
●木村　誠	 様
●京　直恵	 様
●工藤　晃義	 様
●工藤　俊輔	 様
●工藤　大輔	 様
●工藤　工	 様
●工藤　優	 様
●工藤　由紀子	様
●久場　敬司	 様
●栗原　紀久	 様
●黒崎　勝	 様
●小泉　幸央	 様
●黄　明国	 様
●後藤　隆	 様
●小林　五十鈴	様
●小林　敬宏	 様
●小林　則子	 様
●小林　政雄	 様
●小松　久美	 様

●小松　順子	 様
●小松　文雄	 様
●今野　笑子	 様
●齋藤　満	 様
●坂井　朝子	 様
●笹川　忠善	 様
●佐々木　郁子	様
●佐々木　恵子	様
●佐々木　重喜	様
●佐々木　貴広	様
●佐々木　務	 様
●佐々木　雅子	様
●佐藤　修司	 様
●佐藤　巧	 様
●佐藤　哲也	 様
●佐藤　時幸	 様
●佐藤　幸美	 様
●塩野　徹	 様
●志田　青慈	 様
●志立　正知	 様
●柴田　広実	 様
●柴田　浩行	 様
●渋沢　進一	 様

●渋谷　嗣	 様
●島田　洋一	 様
●清水　徹男	 様
●昌子　智由	 様
●白川　秀子	 様
●鈴木　功	 様
●鈴木　節子	 様
●鈴木　真純	 様
●関　秀廣	 様
●妹尾　春樹	 様
●高津　洋	 様
●髙橋　秋典	 様
●髙橋　毅	 様
●髙橋　直人	 様
●高橋　文夫	 様
●髙橋　裕介	 様
●田川　博之	 様
●田口　正美	 様
●武田　篤	 様
●田仲　誠祐	 様
●千田　聡明	 様
●千田　稔	 様
●手島　和暁	 様

●照井　昌明	 様
●富樫　賢	 様
●野老山　貴行	様
●戸島　隆造	 様
●豊嶋　彩子	 様
●豊野　学朋	 様
●中永　士師明	様
●中村　雅英	 様
●中本　安	 様
●奈良　瑞穂	 様
●奈良　美保	 様
●成田　伸太郎	様
●成田　正英	 様
●成田　裕一	 様
●新岡　丈典	 様
●西川　俊昭	 様
●西成　民夫	 様
●布村　渉	 様
●芳賀　一寿	 様
●長谷川　崇	 様
●畠山　和利	 様
●波多野　善明	様
●羽渕　友則	 様

●林　信太郎	 様
●原田　幸市郎	様
●針金　誠悦	 様
●平元　泉	 様
●廣川　誠	 様
●深井　保夫	 様
●福島　慎一	 様
●福山　繭子	 様
●藤島　直仁	 様
●藤島　眞澄	 様
●藤田　仁	 様
●藤原　敬一	 様
●藤原　孝	 様
●保坂　雅夫	 様
●本多　いま子	様
●増田　浩明	 様
●又井　徳生	 様
●三浦　敏秋	 様
●三木　一伸	 様
●道下　吉広	 様
●美作　宗太郎	様
●本山　悟	 様
●森田　潔	 様

●森谷　めぐみ	様
●安田　大恭	 様
●栁橋　雪男	 様
●柳谷　勉	 様
●山岡　正典	 様
●山口　富雄	 様
●山口　智和	 様
●山口　誠	 様
●山田　晋	 様
●山本　浩史	 様
●山本　善郎	 様
●淀川　信一	 様
●米山　奈奈子	様
●若狭　正彦	 様
●涌井　秀樹	 様
●渡部　敦	 様
●渡部　育子	 様
●渡辺　一也	 様
●渡邉　基起	 様
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大
学
に
は
た
く
さ
ん
の

「
先
生
」が
い
ま
す
。教
員
が

同
僚
を
呼
ぶ
時
も
先
生
。学

生
は
先
生
と
呼
び
、外
か
ら

の
お
客
さ
ん
も
先
生
を
連
発

し
て
い
ま
す
。呼
称
で
は
あ

る
の
で
す
が
、尊
敬
の
念
も

込
め
る（
こ
と
も
あ
る
）先
生

と
い
う
言
葉
。「
さ
ん
」と
置

き
換
え
て
も
可
能
な
場
合
が

多
い
よ
う
な
気
す
ら
し
ま
す

が
、大
学
で
は
先
生
と
呼
ん

で
お
け
ば
、た
い
が
い
は
Ｏ
Ｋ

の
よ
う
で
す
。「
便
利
」で
す

ね
。ふ
と
見
回
す
と
、世
の
中

に
は
先
生
と
呼
ば
れ
て
い
る

職
業
の
方
が
実
に
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

　

大
学
で
は
教
員
の
こ
と
を

（
時
に
）研
究
者
と
も
呼
び
ま

す
。余
談
で
す
が
、「
研
究
」と

い
う
言
葉
に
は
新
聞
記
者
時

代
の「
取
材
」と
い
う
言
葉
と

同
じ
よ
う
な
意
味
合
い
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。研
究
、

取
材
と
言
え
ば
、と
り
あ
え

ず
は
言
い
訳
が
た
つ（
Ｏ
Ｋ
）

と
い
っ
た
趣
。こ
れ
ま
た「
便

利
」で
す
ね
。た
だ
、研
究
者

も
記
者
も
、成
果
は
質
量
共

に
問
わ
れ
ま
す
。こ
れ
は
本

来
、プ
ロ
の
世
界
で
す
か
ら

厳
し
い
も
の
で
す
。

　
「
呼
称
」の
使
い
方
を
少
し

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
。志
望
の
動
機
の
場
合
で

す
。

　
【
私
は
御
社
の
企
業
理
念

に
共
感
し
…
…
】

　
【
貴
社
で
イ
ン
タ
ー
ン　

シ
ッ
プ
を
し
て
…
…
】

　

御
社
や
貴
社
。あ
ま
り
に

も
他
人
行
儀
で
す
ね
。企
業

名
は
○
○
銀
行
や
○
○
商

事
な
ど
と
書
け
ば
素
直
で
す
。

普
段
か
ら
親
し
ん
で
い
る
こ

と
が
伝
わ
り
ま
す
。秋
田
大

学
に
届
く
依
頼
文
な
ど
に
も

よ
く
、「
貴
大
学
」な
ど
と
い

う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
照
れ
て
し
ま
い
ま

す
し
、あ
ま
り
に
も
形
式
的

な
雰
囲
気
も
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。秋
田
大
学
と
書
け
ば
十

分
で
す
。相
手
の「
呼
称
」を

ど
う
表
現
す
る
か
に
よ
っ
て
、

双
方
の
距
離
感
が
微
妙
に
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
理
念
や
社
風
と

い
っ
た
言
葉
を
む
や
み
に
盛

り
込
む
と「
鬼
門
」に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「（
創
）作
文
」

の
臭
い
が
プ
ン
プ
ン
と
伝
わ
っ

て
き
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

新
聞
社
時
代
の
採
用
面
接

の
場
面
で
ふ
と
、思
い
出
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。や
り

取
り
の
中
で
男
子
受
験
生
が

両
親
を「
パ
パ
」「
マ
マ
」と
い

う
言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
し

た
。き
っ
と
、仲
の
良
い
家
庭

に
育
っ
た
の
で
し
ょ
う
。で
も
、

な
ぜ
か「
父（
親
）は
」「
母（
親
）

は
」と
言
っ
て
欲
し
い
気
が
し

ま
し
た
。な
ん
と
な
く
違
和

感
。面
接
に
臨
ん
だ
同
僚
も

同
じ
で
し
た
。「
パ
パ
と
マ
マ

に
も
よ
ろ
し
く
」と
誰
か
が

言
っ
て
、面
接
は
終
わ
り
ま

し
た
。

　

呼
称
を
考
え
る
こ
と
は
、

相
手
と
の
関
係
を
自
分
な

り
に
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。就
職

先
、進
路
を
見
つ
め
る
時
の
一

つ
の
指
針
に
も
な
り
ま
す
ね
。

相
手（
就
職
先
）に
対
す
る
、

自
分
自
身
の「
本
音
」に
気
が

付
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

私
事
で
す
が
、海
外
の
出

張
先
で
は
よ
く「
社
長
さ
ん
」

（
し
ゃ
ち
ょ
さ
ん
）と
呼
び
止

め
ら
れ
て
い
ま
す
。様
々
な
反

省
が
必
要
な
呼
称
だ
な
、と

思
う
昨
今
で
す
。

秋
田
大
学
副
理
事・国
際
担
当

（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

高
橋  

康
弘

コラム／教育・研究プログラム

文章力up
Column

都
ア ー バ ン マ イ ン

市鉱山から生まれる新たな資源を開発し地域再生を支援する

「あきたアーバンマイン開発マイスター養成コース」第4期生募集
　秋田県における環境・リサイクル産業を推進し、環境教育などに貢献できる人材の養成を目的とした
学校教育法に基づく秋田大学の履修証明プログラムです。
　環境・リサイクルに関する講義から、県内及び国内外の社会・経済情勢まで、その分野の専門家に
よる講義（毎月2回、土曜日）を受けることができます。また、
秋田県内における環境・リサイクル産業に関わる現況や課
題を理解するため、県内のリサイクル関連企業や施設を
見学するフィールド研修（6、9、10月の3回、平日を予定）を
実施し、担当教員の指導のもとに課題研究を行います。
　本コースの修了者に対しては、教育プログラムの修了を
認める「履修証明書」を交付し、併せて秋田大学長と秋田
県知事の連名による「アーバンマイン開発マイスター」の称
号を授与します。

【募集期間】 平成28年1月12日（火）～ 2月10日（水）
【募集人員】 10名程度
【受 講 料】 1年間　30,000円
　　　　　（秋田大学の学生は無料）
【書類選考】 平成28年2月中旬
【合格発表】 平成28年3月7日（月）
-----------------------------------------------------------
【お問い合わせ・資料請求先】
あきたアーバンマイン開発マイスター
養成コース事務局
T E L.018-889-2451
FAX.018-889-2517

平成27年度フィールド研修の様子
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イベント&講座・講習会
催し物
地（知）の拠点大学による
地方創生推進事業2015 in 秋田
●2月6日（土）13:00～15:50
●秋田市文化会館 小ホール（秋田市山王七丁目3-1）
●対象／一般県民
●参加無料
☎018-889-3246
　（地域創生センターCOCプラス事務局）

----------------------------------------------------------------

平成27年度  秋大憩いのコンサート
【第65回】●2月14日（日）14:00～
 “教員と学生による
   バレンタイン・コンサート”
【第66回】●3月19日（土）14:00～
 “ロマン派の歌曲とピアノ曲”
●手形キャンパス インフォメーションセンター
●入場無料
☎018-889-2647（教育文化学部　斎藤准教授）

----------------------------------------------------------------

秋田大学
国際資源学教育研究センター
第10回国際シンポジウム
「資源学の最新の取り組み」
【東京会場】
●2月16日（火）13:00～17:00
●東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター
　国際会議室（東京都港区芝浦3-3-6）
【秋田会場】
●2月18日（木）13:00～17:00
●秋田大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
　2階会議室

●対象／どなたでも
●参加無料
☎018-889-2810（国際資源学教育研究センター）
----------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------

第11回
スノーキャンドルストリート in あに
地域資源である「雪」と各家庭にある「ろうそく」を使
い、地域みんなが協力して行う地域参加型のイベント。
秋田大学北秋田分校が協力しています。
●2月20日（土）18:00～20:00
●秋田内陸線阿仁合駅周辺
●対象／どなたでも
●参加無料
☎0186-82-3658（阿仁郷土文化保存伝承館）

----------------------------------------------------------------

平成28年  秋田大学ジョブ・フェアー
（企業合同説明会）
就職支援の一環として、学生と企業のマッチングの機
会として、毎年開催しています。
●3月9日（水）9:10～16:50
●秋田ビューホテル（秋田市中通2-6-1）
●対象／学部3年次、
　　　　修士1年次（平成29年3月卒業・修了予定者）
●参加無料
☎018-889-2262（就職推進課）

----------------------------------------------------------------

北東北3大学主催新技術説明会
大学の研究成果を技術移転することを目的に企業関
係者を対象とした技術説明会を北東北3大学共同で開
催します。
●3月11日（金）
●JST東京本部別館1Fホール
　（東京都千代田区五番町7 K’s五番町）
●対象／企業関係者等
●参加無料
☎018-889-3011（学術研究課）

----------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------

平成27年度  秋田大学卒業式
●3月22日（火）10:30～
●秋田県民会館（秋田市千秋明徳町2-52）
☎018-889-2207（総務企画課）

----------------------------------------------------------------

平成28年度  秋田大学入学式
●4月6日（水）10:30～
●秋田県民会館（秋田市千秋明徳町2-52）
☎018-889-2207（総務企画課）

----------------------------------------------------------------

平成28年度

秋田大学入学者
選抜日程

一般入試（前期日程）
■試験実施日
　平成28年2月25日（木）・26日（金）
■合格発表
　平成28年3月 7 日（月）
-----------------------------------------------

一般入試（後期日程）
■試験実施日
　平成28年3月12日（土）
■合格発表
　平成28年3月21日（月）
※募集人員、選抜方法等については、一般入試学生
　募集要項を必ずご確認ください。
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